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 要 旨   

グレリンは、アルコール依存症の病態生理に関与し、アルコールの自己投与や渇望に影響を

与えることが明らかにされている。しかし、アルコール依存症における作用機序は未だ解明さ

れていない。そこで我々は、最近離脱したアルコール依存症患者を対象に、グレリンが中脳辺

縁系のアルコール手がかりに対する反応性やアルコール渇望と関連するかどうかを検討した。 

最近解毒したアルコール依存症者 41名を対象とした。機能的磁気共鳴画像法（fMRI）を用い

て、アルコールに関連する絵の提示時の中脳辺縁系の刺激反応を調べた。さらに、アルコール

渇望質問票と視覚的アナログ尺度を用いて、患者のアルコール渇望を評価した。fMRIセッショ

ンと並行して、総グレリンおよびアシル化（活性化）グレリンの血漿濃度を測定した。グレリ

ン血漿濃度、中脳辺縁系手がかり反応性、アルコール渇望との関連は、相関分析および媒介分

析を行うことで評価した。 

左右の腹側線条体を含む脳集団のネットワークにおけるアルコール誘発性脳反応は、アシル

化グレリン血漿濃度と有意な正の相関を示した。さらに、アシル化グレリンはアルコールへの

渇望と有意に関連した。 

媒介分析により、アシル化グレリン血漿濃度とアルコール渇望の関連は、腹側線条体におけ

る手がかり誘発脳反応によって媒介されることが示された。グレリンがアルコールの刺激に対

する中脳辺縁系の反応性を調節するという知見に基づき、以下のことを考慮する必要がある。

アルコールへの渇望と食欲状態が相互に関連しているとすれば、嗜癖性疾患の fMRI研究を実施

する際には、この点を考慮しなければならない。さらに、食欲の調節は、嗜癖性障害における

刺激反応性を低下させる有効な治療目標であると思われる。 
 


